
 
 
2023 年度第 1 四半期決算説明会 
[⽇程]   2023 年 7 ⽉ 31 ⽇  
[時間]   17:20 ‒ 18:10 

（合計：50 分、登壇：14 分、質疑応答：36 分） 
[開催場所]  インターネット配信 
[登壇者]  5 名 

代表取締役社⻑    野村 博 （以下、野村） 
代表取締役 専務執⾏役員   ⽊村 徹 （以下、⽊村） 
取締役 常務執⾏役員    池⽥ 善治（以下、池⽥） 
執⾏役員 コーポレートコミュニケーション部⻑ 
      野⼝ 直記（以下、野⼝） 
経理部⻑     ⽯⽥ 幸嗣（以下、⽯⽥） 
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登壇 

 

野⼝：お時間となりましたので、住友ファーマ、2023 年度第 1 四半期決算説明会を始めさせてい
ただきます。  

本⽇は、ご多⽤の中ご参加いただき、誠にありがとうございます。弊社ウェブサイトに掲載してお
ります決算説明会資料に沿ってご説明した後に、質疑応答のお時間を設けておりますので、よろし
くお願いいたします。では、⽯⽥より、2023 年度第 1 四半期業績についてご説明させていただい
た後、池⽥より、臨床開発の現況についてご説明させていただきます。 

⽯⽥：⽯⽥でございます。それでは、プレゼン資料にもとづき、2023 年度第 1 四半期業績につい
てご報告させていただきます。 

 

3 ページをご覧ください。⽶国グループ会社の再編完了および Sumitomo Pharma America 社発⾜
についてまとめています。 
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Sumitomo Pharma America 社は、Sunovion 社、Sumitovant 社、Myovant 社など、⽶国グループ
会社 7 法⼈の機能と⼈材を集約することにより、2023 年 7 ⽉ 1 ⽇に発⾜いたしました。 

本再編により、北⽶総⼈員数は 2023 年度末までに、2022 年度末⽐で約 500 ⼈削減し、販管費や
研究開発費のコストシナジーとして、再編を⾏わなかったケースに⽐べ、2023 年度で約 2.6 億ド
ル、2024 年度で約 4 億ドルを削減できる⾒込みです。 

SMPA 社の概要は、スライドに記載のとおりですが、リーダーシップチームは、ライフサイエンス
分野において深い専⾨性を有し、業界をリードする専⾨家で構成されており、President & CEO の
Myrtle をはじめ、3 名は 7 ⽉ 1 ⽇に当社の執⾏役員にも就任しております。 

 

4 ページをご覧ください。第 1 四半期経営成績についてご報告いたします。 

IFRS のコアベースで⽰しています。また、当第 1 四半期より、報告セグメントを⽇本、北⽶、中
国、海外その他の四つから、⽇本、北⽶、アジアの三つに変更しています。 

売上収益は 757 億円で、前年同期⽐ 842 億円の減収となりました。⽇本、北⽶、アジアの各セグ
メントにおいて減収となりました。 
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販売費および⼀般管理費の減少に加え、住友ファーマアニマルヘルス株式会社の株式譲渡による、
その他の収益の計上がありましたが、減収による売上総利益の減少の影響が⼤きく、コア営業利益
は前年同期⽐ 469 億円減少し、335 億円のコア営業損失となりました。 

⾮経常項⽬として、北⽶グループ会社の再編に伴う退職⾦等 181 億円を計上したことにより、営
業利益は前年同期から 662 億円減少し、516 億円の営業損失となりました。 

税引前四半期利益は、当四半期末の円安による為替差益 200 億円を計上しましたが、営業損益の
減益の影響が⼤きく、前年同期⽐ 777 億円減少し、311 億円の税引前四半期損失となりました。 

この結果、親会社の所有者に帰属する四半期利益についても⼤きく減少し、389 億円の損失となり
ました。 

なお、年間の業績予想に対し、第 1 四半期の売上収益の進捗が低い⼀⽅、各利益段階は⾼い進捗と
なっていますが、売上は今後伸⻑し、⼀⽅で販売費及び⼀般管理費は、第 2 四半期以降、北⽶⼦会
社再編効果で減少していく計画である中、第 1 四半期実績は想定から⼤きな変動がなく、今回通期
予想を修正しておりません。 

北⽶グループ会社の再編に伴う退職⾦等は、年間計画の 160 億円の損失を既に上回っております
が、第 1 四半期で⼤半を計上しました。なお、為替については想定レート 1 ドル 130 円を据え置
いています。 
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5 ページは、⽇本の売上収益です。 

売上収益は、前年同期⽐ 217 億円減収の 304 億円となりました。ラツーダやツイミーグは売上を
伸ばしましたが、2022 年 12 ⽉にトルリシティの販売提携が終了したことや、前年同期に海外その
他セグメントに計上していた DSP-0187 の導出による⼀時⾦ 61 億円を⽇本セグメントに収益計上
した影響、前年同期はその他セグメントに収益を計上していた関連事業について、2023 年 3 ⽉末
に住友ファーマフード&ケミカル株式会社の全株式を譲渡したことに伴い、同社が当グループ傘下
でなくなったことなどから減収となりました。 

通期予想に対する進捗率は 26.6%で、セグメント全体では、ほぼ想定通りの進捗となりました。 
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6 ページは、北⽶およびアジアの売上収益です。 

北⽶は、オルゴビクス、マイフェンブリー、ジェムテサの基幹 3 製品の売上は伸⻑しましたが、ラ
ツーダの⽶国での独占販売期間終了の影響が⼤きく、円ベースで 355 億円と、前年同期⽐ 597 億
円の減収となりました。基幹 3 製品の通期予想に対する進捗が低いですが、年度後半に向けて伸⻑
していく計画であり、おおむね想定通りに進捗しています。 

アジアは、中国のメロペンが集中購買の対象になったことによる減収の影響が⼤きく、セグメント
全体では、前年同期⽐ 28 億円の減収となりました。 
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7 ページは、オルゴビクスのマーケティング状況です。 

オルゴビクスは、年間計画に対して若⼲の価格低下があったものの、2023 年度第 1 四半期までに
累積約 3 万 6,500 ⼈に投与されており、2023 年度計画に対して、おおむね想定通りの進捗です。 

マーケティング活動については、Advanced Analytics チームによる各種営業指標分析、リアルワ
ールドデータの活⽤により、ターゲットや⼈員配置を最適化していきます。 
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8 ページは、マイフェンブリーのマーケティング状況です。 

マイフェンブリーは年間計画に対して、⼦宮内膜症を対象とした処⽅獲得の遅れや、Co-pay カー
ドの使⽤増による価格低下があり、進捗は低いですが、年度後半に向けて伸⻑していく計画です。
また、2023 年度第 1 四半期に処⽅箋枚数約 2.4 万枚を獲得しています。 

Co-pay カードについては、適格患者への使⽤のモニタリングや、⼀部薬局の利⽤停⽌などによる
適正化や⼦宮内膜症を対象とした⺠間保険をさらに拡⼤させて、Gross to Net の改善に取り組みま
す。 
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9 ページは、ジェムテサのマーケティング状況です。 

ジェムテサは年間計画に対して、メディケアパート D へのリベート⽀払の増加による価格低下が
あったものの、2023 年度第 1 四半期に、処⽅箋枚数約 25 万枚を獲得するなど順調に増加してお
り、2023 年度計画に対して、おおむね想定通りの進捗です。 

マーケティング活動については、SMPA 社発⾜により、Urovant 社と Sunovion 社に分かれていた
ジェムテサ担当の営業部隊が統合され、より⼀体感のある組織運営、マーケティング活動が⾏える
ようになると期待しています。 
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10 ページは、セグメント別の経営成績です。 

⽇本セグメントは、減収による売上総利益の減少により、コアセグメント利益は 60 億円減の 28
億円となりました。 

北⽶セグメントは、ラツーダの独占販売期間終了等に伴う販売費および⼀般管理費の減少はあるも
のの、減収による売上総利益の減少の影響が⼤きく、コアセグメント利益は 468 億円減の 237 億
円の損失となりました。 

アジアセグメントは、減収による売上総利益の減少により、コアセグメント利益は 15 億円減の 43
億円となりました。 
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池⽥：それではここから、臨床開発の現況についてご報告させていただきます。 

12 ページをご覧ください。研究開発に関してご説明いたします。この表は、当社の開発品⽬の開
発段階⼀覧表です。本年 5 ⽉からの変更点につきましては、次のページでご説明いたします。 
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13 ページをご覧ください。本年 5 ⽉からの変更点をまとめています。 

精神神経領域では、他家 iPS 細胞由来細胞医薬である網膜⾊素上⽪細胞について、⽇本で網膜⾊素
上⽪裂孔のフェーズ 1/2 試験を開始しました。 

その他領域では、⽶国で実施していた rodatristat ethyl の肺動脈性肺⾼⾎圧症を対象としたフェー
ズ 2b 試験の結果、主要評価項⽬が未達となりました。この結果および安全性データの解析結果を
踏まえ、実施中の試験を中⽌しました。本剤の今後の開発⽅針は、現在検討中です。 

また、ドイツで実施していた MVT-602 の不妊症の開発を中⽌しました。 
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14 ページををご覧ください。ulotaront の統合失調症のフェーズ 3 試験である、DIAMOND 1 およ
び DIAMOND 2 の結果を⼊⼿しましたので、ご説明します。 

試験デザインは、スライドに記載のとおりです。 

有効性について、両試験とも主要評価項⽬において、プラセボ投与群に対し、有意な改善が⽰され
ませんでした。ulotaront は改善を⽰しましたが、プラセボ投与群で⼤きな改善が観察され、試験
結果に影響を及ぼしたと推測しています。COVID-19 前に登録された両試験の被験者を対象とした
プール解析では、ulotaront 投与群は有効性において、フェーズ 2 試験（SEP361-201 試験）と同
様の傾向が⾒られました。 

安全性については、総じて良好な安全性と忍容性が⽰されました。 

今後については、さらなるデータ解析を進め、FDA と協議する予定です。 
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15 ページをご覧ください。ulotaront のフェーズ 2 試験と DIAMOND 1、2 試験の主要評価項⽬の
結果を⽰しております。 

このページの左上が SEP361-201、フェーズ 2 試験の結果でございます。それから真ん中の図が、
301 試験、DIAMOND 1 試験の結果でございます。それから⼀番右端が、DIAMOND 2 試験の結果
でございます。 

DIAMOND 1、2 試験では、統計学的に有意な改善が⽰されませんでした。概して、フェーズ 2 試
験や論⽂報告と⽐較して、プラセボ効果が⾼く、本剤の有効性がマスクされたと考えています。今
後、さらに詳細な解析を継続する予定です。 

以上で説明を終わります。 

野⼝：⽯⽥さん、池⽥さんありがとうございました。 
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質疑応答 

 

野⼝ ：これより、質疑応答に移りたいと存じます。 

JP モルガン証券 若尾 ：まずは、ulotaront なのですけれど、今後解析を進めていって申請を⽬指
していくっていうことだと思うのですが、どういったシナリオが考えられるのでしょうか。 

今回ご説明いただいた内容ですと、COVID-19 前の患者さんだけを集めて、⽇本のフェーズ 3 から
集めて、それとこのフェーズ 2 で申請していくという戦略になるのでしょうか。また、それがいつ
頃明確になってくるかというのと。今回、この同様の傾向が⾒られたって書かれているのですが、
これは傾向であって、統計学的有意差がついてるわけではないと理解したほうがよろしいですか。 

池⽥ ：まずシナリオにつきまして、現在、詳細データを解析中でございますので、また結果を踏
まえて、⼤塚製薬様とも協議をしていきたいと考えておりますので、現時点においては明確なシナ
リオをお⽰しすることはできないと考えております。 

それから、いつ頃までにということでございますが、これはできるだけ早急に解析を進めまして、
また最終的には FDA とも相談をしながら進めていきたいと考えております。 

それから、201 試験ですね、フェーズ 2 試験と同じ傾向ということの質問でございますが、これは
n 数の問題もございます。 

⽊村 ：COVID-19 前の解析については、通常で⾔う P の 0.05 という意味では有意差はついてござ
いますが、こういう解析を事前に FDA と合意していたわけではありませんので、我々としては慎
重に考えて、フェーズ 2 試験と同様の結果が出たというような、定性的なコメントにさせていただ
いてます。 

JP モルガン証券 若尾 ：はい、わかりました。そこが受け⼊れられるかどうかが今後の焦点になっ
ていくと考えればいいですか。 

⽊村 ：そこだけが焦点かどうかは別にして、⼀つの焦点はそういうことになります。ただ、この
まま、これも⼤塚製薬様との今後の協議にはなりますが、FDA との協議だけに委ねるか、あるい
は別の試験をするかも含めて、様々なオプションを相談していくということになります。 

JP モルガン証券 若尾 ：わかりました。ありがとうございます。 
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⼆つ⽬が、基幹 3 製品について知りたいのですが、計画は下期に向けて、年度末に向けて上がって
いきますってことなのですが、やはり少し濃淡があるのかなと思うのです。 

特に、マイフェンブリーがやはり少し厳しい印象ですね。マイフェンブリーに関しては、今回四半
期でのこの Symphony 社のデータを⾒させていただきますと、QonQ で 22%伸びているのですけ
れど、⼀⽅で週次で同じデータを⾒ますと、4 ⽉以降、横ばっています。 

そもそもこの 4 ⽉以降のトレンドが、悪くなってる要因をどのように解析されてるかと、なぜこの
数量が今後伸びてくるのか。そこの背景をもう少し詳しく教えていただけないでしょうか。 

⽊村：マイフェンブリーについては、おっしゃるように今年⾮常に積極的な業績を期待していると
ころでございます。今、1Q の中で、我々の計算では、当初の⽬標に⽐べて 6 割強といったような
売上になってございます。 

ただ、おっしゃったように、4 ⽉、5 ⽉と寝てきているとは認識しておりません。Gross to Net、
要するに割引率の問題とか、その辺りに取り組んでございまして、今後売上が伸びてくるというこ
とを期待しております。 

特に⼦宮内膜症での売上が今後伸びてくることを期待しておりますが、これからちょうど 7 ⽉ 1 ⽇
に統合新社を⽴ち上げたところですので、そういうところを Pfizer 社様とも相談しながら、売上
がアップするように努めていくことを考えております。 

野村 ：確かに 2023 年 3 ⽉の出荷が多かったところもあって、4 ⽉減って、5 ⽉、6 ⽉は少し横ば
いのように⾒えますけれども、我々としては後半での⽴ち上がりに、もう少し期待していると考え
てます。 

それで、新たな会社になったところで、もう少しターゲッティングを絞っていく。これまでは、例
えば、⼦宮筋腫のインディケーションでは 18 歳から 50 歳までの⼥性とか、そのような感じでし
たけども、もう少ししっかりと⼦宮筋腫を持っている⼥性、そういう疾病のある患者さんに、より
ターゲッティングを絞っていくことも進めていくし、もう少し DTC も⾊々な形で進める。 

それから、やはり我々のデータによると、重要な Tier1、Tier2 って⾔うのですかね、そういうド
クターへのディテール、訪問頻度がやはりまだ⼗分ではないこともわかってきてるので、そういう
ところも改善していく。⾊々な意味で、これまでのやり⽅を少し変えていくことによって、このマ
イフェンブリーの需要を掘り起こしていく形で営業活動を進めていこうと考えています。 
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それから、例えばセールスレップの配置の⾒直しも含めて、⾊々な施策をとりますけど、それがす
ぐに現れてくるのは、なかなか難しかろうと思っているので、後半の第 3 クォーター、第 4 クォー
ターでそういう効果が表れてくることを我々としては期待していきたいとは考えています。 

JP モルガン証券 若尾 ：はい、わかりました。ありがとうございます。以上です。 

モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：基幹 3 製品が弱く⾒えるねっていう話は、私もそう思う
のですが。今回の ulotaront の件、このまま再解析で申請できればいいとは思うのですが、なかな
かそうは期待しにくいとなると、試験のやり直し、aMDD、GAD のところでも 2 本揃えるには相
当時間かかるので、相当 ulotaront の業績貢献のタイミングって、4〜5 年単位で後ろに遅れるので
はないのかなと私は考えるのですが。 

何をお聞きしたいかっていうと、プラン B っていう⾔葉になるのか、もはや B ではなくなりつつ
あるような気もするんですが、今後、業績、まさに来期⾚字、2 年連続⾚字にならないために、ど
ういったことを、ここから中期経営計画 2027（中計）のときに⾔っていたことではないことでお
考えになってらっしゃるのか、お教えいただけませんでしょうか。 

野村 ：統合失調症のインディケーションでの ulotaront の業績への貢献っていうのは、確かに今年
度の申請と、それから来年度予想していた承認という意味のマイルストーンというのがあります。 

ただ、統合失調症はご存知のように、メディケイドの患者さんが多くて、薬価が低いと。⼀⽅で、
セールスレップ等も⼀定の⼈数を揃えていかなければいけないということを考えると、中計期間中
においては、必ずしも損益に対する貢献度が⼤きくなかったという状況がまずあります。もちろ
ん、それを超えて、ビヨンド 2027 年は、損益的な貢献があるし、さらに aMDD の貢献が、これ
が⼤きく加わってくるということにはなるとは思います。 

そういう意味で⾔うと、我々としては、セールスレップ等の新たな採⽤、その他マーケティングコ
スト、そういうものが来年度以降発⽣しないという、もし今後やらないということであれば、むし
ろコストの発⽣を抑制する⽅向性になるのかなと考えているところです。 

もちろんこの統合失調症のインディケーションがというか、臨床試験が評価項⽬を満たさなかった
のは⾮常に残念なことで、我々としても期待してたことが達成できなかったというのは⾮常に残念
でもありますし、また申しわけなく思いますけれども。今後のやはりデータの解析と、それから新
しい⽅針、それを現時点では、もう待つとしか私としては⾔えないところであります。 

ただ、損益的な観点から申しますと、中計期間においては、先ほど申し上げたとおりであるという
ことであります。 
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モルガン・スタンレーMUFG 証券 村岡 ：わかりました。ありがとうございます。もう⼀つだけ、
私の中では、こういう状況になると、実は Jazz 社からのナルコレプシーのロイヤリティとか、少
し先ですけれど、より重要になってきたのかなと思っているのですが。 

それで少し教えていただきたいのですが、サイエンスの質問です。武⽥薬品様の先週のミーティン
グでもずいぶん話題になったのですけれど、TAK-994 の New England Journal の細かいペーパー
が出てきて、⾊々な議論になりました。 

御社の Jazz 社に導出した DSP-0187 の分⼦構造は、武⽥薬品様の TAK-994 や TAK-861 とはずい
ぶん違うものなのか。そして代謝物が safety に影響するというディスカッションが、武⽥薬品様
のほうはありましたけれど、これは御社には該当しにくいと合理的に推測できるものなのか。その
辺り、基礎的サイエンスの知⾒があればお教えください。 

池⽥：化合物の顔という意味においては、当社と武⽥薬品様の化合物、違うと考えております。そ
れから今、TAK-994 でしょうか、これは確か肝毒性が出てきたと思いますけれども、そういう、
元の化合物の親化合物の顔が違いますので、そこの代謝物による肝毒性っていうのは、また違うだ
ろうとは思っています。 

当社の剤につきましては、これは Jazz 社さんが開発しておりますので、現時点では当社はそうい
うような情報は掴んでいないというところがございます。 

 

シティグループ証券 ⼭⼝ ： ulotaront で 1〜2 つ、お伺いしたいと思います。 

まず、このプラセボ効果がとても⼤きく出たっていうことですが、これがもちろん通常の試験と⽐
べて倍ぐらいプラセボ効果が出ているので、薬剤より効いているような話になっているのですが、
これを、その要因というか、逆に⾔うとこれを排除できるようなロジックは、試験をやらずに⾏う
ことは可能なのでしょうか。やっぱり試験をやってみないとわからないことなのでしょうか。 

⽊村 ：まさにその辺りが、我々も今、いろいろ考察しているところでして、PANSS で 20 点近く
プラセボ群が下がっていると。特に DIAMOND 1 はそうなってございまして、その辺りを事前に
どういうふうにして除けるかというのは今、詳細な解析をしているところでございます。 

ただ、申し上げたように、COVID-19 前にエンロールした患者さんではそういうことが起こってな
いので、何かそういう時期的なファクターがあったのではないかとは思っております。ただ、詳細
な解析をしている最中のため、正確なことは何も⾔えない状況です。 
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シティグループ証券 ⼭⼝ ：わかりました。先ほどもございましたけど、ほかの試験に対する影
響、要するにほかの試験でもプラセボと同じようなことが部分的に起きる可能性はどうでしょう
か。 

池⽥：aMDD、それから GAD につきましては、現在進⾏しているところではございますが、中間
解析等は今のところ特に⼊れてなかったとは思いますので、そういう意味では、今後のどこかのタ
イミングで、それを⾒る機会があれば解析をしてみたいとは思っております。 

ただ、こういう COVID-19 が蔓延する前、それからその後でこういうような違った結果が出てい
るっていうのは、ほかの剤についてもあり得ないとは⾔えないと思いますので、少しその辺りは慎
重に解析を進めて、ほかの剤の影響なども含めて考えていきたいとは思っております。ただ、現時
点では、正直よくわからないというところであります。 

シティグループ証券 ⼭⼝ ：御社としても、やはり蓋を開けてみてびっくりっていうことではあり
ますよね。プラセボ効果がある程度出がちではあるけれど、ここまで出るって少し想定外ですよ
ね。 

池⽥：プラセボのところは、⼤体 10 ぐらいが⼀般的でございますので、20 まで出てしまうという
のは、多分これまでの例でもなかなかないと聞いておりますので、この異常な出⽅については、も
う少し解析をしてみないとわからないというのが正直なところではございます。 

シティグループ証券 ⼭⼝ ：わかりました。あともう⼀つ、マイフェンブリー含めて、いくつかの
コメント、ディスカッションございましたけれど、御社のロジックはよく分かるのですが、結構、
厳しめのスタートになっていることもわかるので、外から⾒るとですけどね。これ、2Q 辺りに
は、特にこの 3 剤については、もう 1 回⾒直す可能性って、やはりありますでしょうか。上も下も
含めてですけれども。 

野村 ：⾒直すという意味合いについてですけどね、我々として、⽬標としてどこに置くかという
ことと、現状の達成可能範囲はどこかという話が⼆つあって。我々の考える予想は、例えば 9 ⽉辺
りで予想してみると、ただそれに対してそのどういうメジャーが考えられるか、我々の⽬標に達成
させるためですね。 

そういうものを⼊れたときにどうなるかっていう話なので、単純に売上予想をしたものが業績予想
に繋がるということではないと考えているので、今後、新しい会社になってから、また営業の幹部
も変わっている中で、⾊々な施策をとっております。それがどういう効果を⽣んでくるかというこ
とも踏まえつつ、これからの 3 剤の売上がどのようなことになっていくのかは考えていきたいと思
っています。 
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⼤和証券 橋⼝ ：⽶国の売上ですけれども、ラツーダが 8 ミリオンドルで、通期のご予想に対し進
捗がかなり低いのですが、これは前年出荷した分の価格の遡求のようなものが⼊っているのか、理
由を教えていただけますでしょうか。 

⽯⽥ ：ラツーダでございますが、今年の 1 ⽉から 3 ⽉に販売したものに関するリベートの⽀払
が、この第 1 四半期に起こっておりまして、その分の調整がこの第 1 四半期に起こったということ
でございます。 

⼤和証券 橋⼝ ：それは通期計画には織り込み済みでよろしいですか。それとも、これは⼊ってな
くて、遡求が⼊っている分は、通期でも下振れの可能性があるのでしょうか。 

⽯⽥ ：この分につきましては、通期計画に既に織り込み済みでございます。 

⼤和証券 橋⼝ ：ありがとうございます。基幹 3 製品では、そのような前期に遡求して、前期の納
⼊分に遡求した売上への影響っていうのは、この第 1 四半期の実績に⼊っていないという理解でよ
ろしいですか。 

⽯⽥ ：基本的には、ラツーダの状況というのが、LOE を迎えた直後ということで、特殊な状況で
ございまして、⼀部、当然基幹 3 製品につきましても、true-up のような形のアジャストメントは
かけておりますが、ラツーダほど⼤きな影響はございません。 

⼤和証券 橋⼝ ：ありがとうございます。ulotaront のフェーズ 3 の結果についてなんですが、安全
性はどうだったかということについてコメントいただけませんでしょうか。フェーズ 2 の段階で
は、統合失調症の possibility、よくあるような有害事象が、ulotaront ではほとんどプラセボと⽐
べて増加が⾒られてない、綺麗なプロファイルだったように記憶しているのですけれど。 

今回、観察期間、投与期間を延ばして、さらに例数も⼤きく増えて、そこがどう変わっているのか
教えていただけますか。 

池⽥ ：安全性、忍容性につきましては、これまで得られている結果をよく反映しているというよ
うな結果でございました。 

⼤和証券 橋⼝ ：ありがとうございます。最後に、少し同じような質問で恐縮ですけど、プラセボ
効果が COVID-19 によって⼤きくなった理由って、何か仮説のようなものはありますか。統合失
調症は、特にその病気の特徴として、そういうものが COVID-19 で増幅されやすいような特徴が
あったりするのか。あるいは、御社、会社側の 2 試験のハンドリングが、COVID-19 のパンデミッ
クが始まったことで変わった影響が出ているのか。現時点で何かわかっていること、仮説でも結構
ですが、シェアしていただけるようなことありますでしょうか。 
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池⽥：今ご質問いただいたことについては、まだ詳細を解析中でございます。申し訳ございませ
ん。 

クレディ・スイス証券 酒井 ： ulotaront のパンデミック前に登録されたところが少し気になるの
ですが。確か御社、ウクライナの危機があったときに、治験が⼀旦⽌まったと思います。これ、フ
ェーズ 3 の話だと思うのですけれども。 

それによる患者の多分、当然地域も違ったでしょうし、バックグラウンドもかなり違ったのではな
いのかなと想像できるのですけれども。その辺の影響、これも多分お答えはないと思いますけれど
も、その辺いかがでしょうか。 

あくまでも COVID-19 のパンデミック前と⾔われていますけれども、いわゆるウクライナ危機も
ある程度、治験の組みかえに影響を及ぼしたとご覧になっていますか。これ、最初の質問です。 

池⽥：DIAMOND 1 と、それから DIAMOND 2 の試験も、開始したのが 2019 年 9 ⽉の 11 ⽇とか
30 ⽇というところですね。それからあと、COVID-19 の開始の時期の定義ですけれども、これは
アメリカで emergency declaration が発せられた 2020 年 3 ⽉ 13 ⽇を起点として考えておりま
す。 

ウクライナの戦争は、2022 年の 2 ⽉でございますので、そういう意味では、ご質問いただいたと
ころについては、COVID-19 前とその後は、⽐較的リクルート、それから試験に参加していただい
た患者さんとの区別ができるとは考えています。 

ただ、ウクライナ、それからロシアの戦争が始まってからは、ウクライナ、ロシアの患者さんはリ
クルートしておりませんので、その他の地域に振り替えたというとこでございます。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：そうすると 2019 年から始まって、その COVID-19 の emergency 
declaration が出る 2020 年 3 ⽉の間までの患者ということでおっしゃっているわけですね。 

池⽥：はい、その理解で結構かと思います。 

クレディ・スイス証券 酒井 ：わかりました。ありがとうございました。社⻑、ご出席されている
ので少しお聞きしたいのですけれども、今回の第 1 クォーターの決算といいますか、状況を踏まえ
て、⽶国の 3 製品の出遅れがあるとはいう話ですけれども。⼀⽅で、国内の事業の⾒直しに関して
は、必要性をお感じになっているのか。 

それから、ある意味バランスシートのテコ⼊れも必要になってくるのかどうか。この 2 点教えてい
ただけますか。 
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野村 ：ありがとうございます。国内事業のテコ⼊れは、⾊々な意味でテコ⼊れっていうのはある
と思いますけれども、私としては、これずっと⾔い続けていますけれども、要するに我々として
は、現在ある営業の財産を使える、そういうオポチュニティをとにかく探すことをまず優先的に進
めていくと考えているということであります。 

それから、バランスシートについては、もちろん現状のままでいいというわけではありません。こ
れは具体的に現時点で⾊々なことを申し上げるわけにはいきませんけれども、我々として、いろい
ろ可能性を考えているという、そういう状況ではあります。具体的に申し上げることはできませ
ん。申し訳ありません。 

 

医薬通信社 ⽯井 ： ulotaront の件ですけども、先ほど、プラセボは 10 が⼀般的っておっしゃって
いましたが、そのプラセボ効果が上がる原因として、COVID-19 以外にも何かあるのでしょうか。 

池⽥：プラセボ効果がこのような⾮常に⼤きな値になったことについては、その詳細は解析中でご
ざいます。その⼀つの要因として COVID-19 が考えられるとは思いますけれども、その他の要因
についても解析中でございます。 

医薬通信社 ⽯井：まだわからないってことですよね。それから、オルゴビクスとマイフェンブリ
ーとジェムテサの利益⾯での進捗予想とか、利益⾯で今の⼿応えとか、その辺少し教えていただき
たいのですけども。 

野村 ：オルゴビクスとマイフェンブリーについては、これは Pfizer 社様との利益折半っていう話
でございますので、そういう観点で⾔うと、想定通りということになります。 

ジェムテサについては、現時点で、第 1 クォーターでは、我々の想定している予算の売上に対して
89%ぐらいなので、少し⾜りないようではありますけれども。 

これは⼀応、我々の⽬標値は、年間では多分達成できるような今⾒込みでございますので、我々と
しては、オルゴビクスは第 1 クォーターに、円で⾔うと 106%ぐらいになっています。そういう観
点でいうとマイフェンブリーだけが少しやっぱり弱含みなので、先ほどアナリストの皆さんからも
質問ありましたけど、私のコンサーンとしては、もうマイフェンブリーだけが、私の今のコンサー
ンであります。 

ただ、先ほど⾊々なメジャーを考えているということを申し上げましたので、私としては、今⾏っ
ている⾊々な営業施策が、何とか第 3 クォーター、第 4 クォーターには効果を⾒せてくれないかな
ということで、⼤変期待は寄せているところです。 
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じほう社 千星：質問 2 点ございまして、1 点⽬が、ulotaront の今回のフェーズ 3 試験の結果を踏
まえた業績の計画の部分ですが、統合失調症は期待できるマーケットがそこまで⼤きくなかったと
いうことで、中計の計画を変更するほどのものではないという理解でよろしいんでしょうか。 

野村 ：中計の期間だけをとってみれば、損益的には⼤きな影響はないので、中計そのものを変更
するような事態でないと理解しています。 

じほう社 千星 ：ありがとうございます、わかりました。あともう 1 点、先ほど野村社⻑のほうか
らも、国内事業の部分で、かねてからその営業部隊を⽣かせるような形で、導⼊とかの機会を探っ
ていくようなお話もされていたかと思うのですけど。この辺の進捗といいますか、何かいいような
お話があるのか、その辺はいかがでしょうか。 

野村 ：そうですね、ここのところは少し具体的には申し上げられませんが、⾊々な意味で我々の
営業のアライアンスの担当の者たちが、⾊々な形での提携というオポチュニティを探しているとい
うことであります。 

今のところまだ、具体的に何というものはございませんけれども、その活動を鋭意進めているとい
うところであります。 

じほう社 千星：ありがとうございます。このままだと少し国内の営業部隊がやっぱり余剰感が出
てしまうのではないかなという気も、少し素⼈ながらにしているのですが、その辺の認識はいかが
でしょうか。 

野村 ：そうですね、余剰感が出てしまうというのは、今後の例えば糖尿病領域の提携品が LOE を
迎えるとか、そういうことをおっしゃっていると思うのですが。我々としては、そういうことが起
こらないように、何とか対策を打っていきたいというのが今の考え⽅です。 

 

化学⼯業⽇報 坪倉：北⽶でのラツーダの 1Q 実績が、通期予想と⽐較するとかなり進捗率が低いと
いうこと⾃体は予想通りなのか。あるいは、少し想定外で減少幅が⼤きかったということなのか。
どういったご認識なのか教えていただけますでしょうか。 

⽯⽥ ：ある程度ラツーダの状況につきましては想定をしていた範囲の中でということでございま
す。 

化学⼯業⽇報 坪倉：それは想定範囲なのは、この 4〜6 ⽉期が年度の 5%程度っていうところが想
定通りということですかね。 
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⽯⽥ ：第 1 四半期のラツーダの売上の進捗はこのような形で、少し通期からすると進捗が悪くな
るというのは、想定をしておった範囲ということでございます。 

化学⼯業⽇報 坪倉：わかりました。では、通期に関してはそこまで影響はないと⾒て⼤丈夫でし
ょうか。 

⽯⽥ ：はい、そのご理解のとおりでございます。 

 

野⼝ ：以上で、住友ファーマ、2023 年度第 1 四半期決算説明会を終了いたします。 

本⽇はご参加いただきまして、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

 


